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マルチメディア企業内教育･研修システム

マルチメディア企業内教育･研修システムによって楽しく学習ができ,教材も短期間に作成できる｡ビデオ オン デマンドのほか拠点での自

学･自習もできるので,旅費などの経費を大幅に節約できる効果的な教育･研修の支援システムと言える｡

近年,急激な技術進歩,市場構造の変革に伴い,

各企業では社員に対して新技術,新商品に対応する

業務手順･知識の早期教育が望まれる｡一方,マル

チメディア利用技術の進展により,マルチメディア

技術を効果的に活用･駆使することによって教育･

学習の効果を大幅に向上させることへの期待が大き

い｡そこで日立電子サービス株式会社は,文字や図

形だけでなく,画像･音声,さらには動画などの統

一的データベース化を図り,CSS(Client Server

System)環境で利用可能なマルチメディア企業内教

育･研修システム``HIPLUS/L''(HitachiPerfor-

mance and Learning Upgrade Support Sys-

tem/Learning)を開発した｡

このシステムは次の特徴を持つ｡(1)動画やアニメ

ーション,音声などの利用により,学習者にとって

わかりやすく,学習への興味が高められる｡(2)膨大

な工数と費用がかかるマルチメディア教材の作成に

関して,画像など素材のデータベース化,市販の描

画ツールの接続を可能とし,さらに画面の標準化を

行うことにより,大幅な工数低減が図れる｡(3)学習

環境としては,特別な装置を必要とせず,一般業務

用パソコン(パーソナルコンピュータ)上で稼動でき

るので,用途に応じネットワーク上でフレキシブル

な構成も可能である｡

このシステムは企業内はもとより,大学など一般

学校教育にも適用できる｡

*口寸二電了サービス株式会社 **日立製作所システム開発研究所工学博士
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n はじめに

技術の進歩･発艇や巾場構造の変革により,企業を取

り巻く環境が急激に変化している｡そのために各企業で

は新技術や新商品はもとより,新しい業務プロセスをす

ばやく触期間に大勢の社員に教育する必要性が高まって

きている｡しかも各企業とも顧客満足を第一に掲げてお

り,高度で均質かつ実効性の上がる教育手段の実現が強

く求められている｡

日立電子サービス株式会社は,過去30年余にわたって

コンピュータや情報通信機器のメンテナンス要員を■l一心

に教育してきており,現在では250種類の講雌を年間延べ

10万人･口実施している｡とりわけ最新機器の高度な保

守技術修得を目的にビデオ教材やシミュレータ,コンピ

ュータとの対話による半習システムなど,教育工学の手

法を横板的に耳丈り入れてきており,能力･技能の向上や

教育コストの低減に威力を発揮している｡

今r担1開発したマルチメディア企業内教育･研修システ
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(b)章の画面
目次の中の項目をクリックすると章の先頭画面が現れる

ム"Ⅰ川)LUS/L''は,ll引驚標準のMPEGl(MovingPic-

tureExpertsGroupl)を採川したフル動画像や音声,ア

ニメーションおよび文ニケニのすべてをデータベース化した

ものである｡マルチメディアシステムによる学習では,

わかりやすく楽しく学べ,学習への興味が大幅に向_Lで

きる｡一方,概してマルチメディアの教材作成には膨大

な工数や管用が掛かるため,導入をためらっていた企業

も多いが,教材のデータベース化,標準化,部品化など

により,従来のCAI(ComputerAidedInstruction)に比

べ,作成⊥数を約÷に低減させることができた｡学習装
置も通常業務で使絹しているパソコンが使えるために出

費が抑えられるとともに,スタンドアロン形式から数十

台の人規模構成まで,必要に応じてグレードアップが可

能である｡

大勢の社員に短期F削で高度な教育を行う必要性は,技

術分野だけでなく梅林化･多様化した商品を扱う金融･

保険･流通などあらゆる分野に及んでいる｡例えば窓Il

業務にこのシステムを通用すれば,パソコン画面上の軌

四

(c)部位ごとの説明画面
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(d)動画による学習画面
静止画の中のボタンをクリックすると動画で見ることができる

図l学習したい章まで進める例〔(a)と(b)〕,および動画による学習画面〔(C)と(d)〕

本のページをめくるように学びたい所に進められ,検索や辞書機能も充実している｡また,動画によって臨場感ある学習ができる｡
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両やアニメーションを顧客といっしょに見ながら,最新の

情報に基づく商.冒.説明をわかりやすく行うことができる｡

ここでは,このシステムによる学田機能とマルチメデ

ィア教育の効果,教材作成の効率向上策,および教育管

理機能,適和事例などについて述べる｡

国学習機能と効果

2.1学習効果を高める機能

乍習効果を高めるためには,能動的にマイペースで亡丁詩

習でき,かつ楽しくわかりやすく乍習できることが皐要

である｡まず能垂加勺にマイペースで学習できるためには,

本と向じように自分の意志で学習しようとする対象のテ

キストが簡単に引き出せたり,学びたい部分をすぐに閃

いて見られることが必要である｡このシステムでは成績

管理やセキュリティチェックのための社員番号を入ノJす

ると,学習対象講座名の一覧表が出てくる｡一覧表の中

の希望する講座名をマウスでクリックすると,本の表紙

とIiりじような形式の日次画面が表示される｡目次の貴名

はボタンにもなっていて,自分の開きたい貴名をクリッ

クすると該当する章のページが開く｡以下同様に,画面

の中で見たい部位があれば部位名称の所をクリックする

とさらに詳細な説明画面が表示される｡一連の動作で表

示される画面を図1(a),(b)にホす｡なお,内面の右上や

左‾下･右下のボタンはどの教材でも共通化されており,

本を閉じたリページをめくるなどの軌作が簡単にできる

ようになっている｡

次に,わかりやすく学習する点では,図1(c),(d)に示

すように内向の中の静止画にボタンがある場合はそのボ

タンをクリックすることにより,動画と音声で実際の動

きを日や耳で確かめることができる｡動画はMPEGlで

圧縮記録されているものを伸長して見ることになる｡通

常のビデオ映像に近い画質で,しかも部分的に拡人した

勤由も見られるので臨場感があって理解しやすい｡受講

者アンケートからも｢垂加郵ま非常にきれい+との評仰が

多い｡

興味深いという点では,やはリアニメーションによる

表示があげられる｡例えばレーザプリンタの印刷原理プ

ロセスを見てみたいとすると,帯電,露光など六つの過

程に分けて表示したものが表れる｡各絵の所をクlトソク

することによって各過程の説明画面が表れ,さらにアニ

メーションと音声で荷電する様子などがわかり,普通で

はHに見えない現象などを楽しみながら理解することが

できる｡内面の中のどこに動画やアニメーション,音声

による説明があるのかは,ボタンの絵柄を見ればだれで

もわかるようになっており,これはどの教材でも共通化

してある｡アニメーションの一連の動作を図2にホす｡

なお,学習に疲れたときなどは,美しい風景や音楽な

どをビデオ オン デマンドで楽しむこともできる｡

2.2 効 果

マルチメディア学習システム導入の前後で学習成継が

どのように変化したかを,学習群を分けて比較する必二安

があるために,それぞれプリテストとポストテスト削)を

実施した｡その結果について以下に述べる｡

(1)ポストテストで､ド均点がれとするとともに標準偏差

が‾Fがり,ばらつきの少ない均質な成績が得られた｡

(2)70点未満の不合格比率が減少した｡

※1)プリテストとポストテスト:学習する前の知識柑空を

プリテストで損初に測定しておき,その後輿なった教

育･丁･法で半円させ,損後にポストテストを行って知識

lこ■J_卜度合いを比較する｡
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(a)プロセスの全体図

ますプロセスの茂れを理解する

(b)個別プロセスの動作解説例
普通では目に見えない原王里などを動きで見ることができる

図2 アニメーション例

日で見ることのできない原理も楽しくわかりやすく学習できる｡
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(3)プリテストで成績‾F佗の者と,上位の者の成績向上

の傾向を見るために,プリテストとポストテストの相関

を表す剛宙直線の傾きの変化を見た｡その結果,傾きが

減少しており,プリテストでの成績下位の者に対し,い

っそうの学習効果をもたらすとみることができる｡

以上の結果を表1に示す｡また,マルチメディア学習

システムの導入前後のそれぞれの回帰直線,および各デ

ータの95%がだ円内に入るようにしてグラフ化したもの

を図3に示す｡同凶は,マルチメディア学習システムの

導入後に成績が高位平準化したことを示している｡

なお,学習時間についても別途自学･自習をさせての

調査を行った結果,マルチメディア学習システムによる

学習時間のほうが講義によるものに比べ約30%減ってい

た｡これは,講義ではどうしても受講生の平均レベルよ

i)進度が遅い者に合わせるため,個人の能力に合ったペ

ースで学習できるシステムよりもより多くの時間が必要

なためと考えられる｡

表l教育の成績諸元の変化事例

平均点の向上や70点未満者の減少など,マルチメディア学習シス

テムによる効果が大きい｡

項 目 導入前 導入後 変化 検定

総受講者数 [.=268人 n2=78人

プリ テスト
平 均 点 47.9 36.7

標準偏差 2l.1 2l.6

ポストテスト

平 均 点 84.2 90.5 向上 l%

標準偏差 】l.2 7.2 減少 l%

70点未満者
比 率

10.1%
(27人)

0%

(0人)
減少 l%

回帰直前の傾き 0.22 0.05 減少 1%
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図3 マルチメディア学習システムの導入前後の成績分布の
対比

平均点の向上だけでなく,ばらつきの少ない育成が可能である｡
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そのほかに,受講者の職場でも学習ができるため,す

べてを集合教育で行うときに比べて旅費や宿泊費などの

Jll要はもちろんのこと,往復時間が節約でき,その分の

作業効率が【_Lがるという効果が生じる｡また,教育する

側も教育実施時間やテストの採点が省けるため,新コー

ス開発などに力を入れることができる｡

田 教材作成･学習管理機能

3.1制作期間を短縮する教材作成機能

マルチメディアを用いた学習システムは,学習者にと
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図4 教材の作成

古い教材を新しい教材にするため,写真を入れ替える｡
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っては理解しやすくて成績が向卜するなど効果も高いこ

とがわかった｡しかし,坤解しやすいマルチメディア教

材を作戌するには,従来多くの⊥数と費用が掛かってい

た｡そこでHIPLUS/Lでは,教材作成効率を人幅にれL二

させるために種々のくふうを行った｡主なくふう一〔引ま,

次の4項目である｡

(1)動画,音声,文字などは磁気ディスクに素材データ

ベースとして一括蓄積し管理する｡素材データでは,動

画と音声の場合は国際標準のMPEGl準拠の圧縮装置を

使って入力し,静止耐まスキャナで,文字はキーボード

を使ってそれぞれ入力する｡素材データはそれぞれ決め

られた検索コードが付けられているので,LANを通じ素

材作成者はもちろんのこと,コースウェア作成者も日出

にブラウザ機能を使って高速に検索できる｡書き換え可

能な磁気ディスクにデータベース化したことにより,素

材は付利用することが可能であり,一部修止や追加削除

も簡単にできる｡

(2)素材の入力やアニメーション作成などは,市販の素

材人力装置やアプリケーションソフトが利用できるよう

にしている｡これにより,高品質で使い勝手の良いツー

ルでの入力作業が‾叶能となった｡

ビデオサーバ

国
DB

HU日

データベース

サーバ 管王聖者用

盟団
D白

巨]
国

m

(3)素材や教材そのものはサーバに入れ,作成装置はク

ライアントとしたことにより,素材入力や教材の作成を

分業化し,それぞれ複数のクライアントによって並行し

て行うことを可能とした｡

(4)コースウェアの章や節のとりカ,ボタンの絵の意味

や位置などを標準化してある｡そ･のため,教育項Hが似

ている教育コースの教材は,写真を入れ替えたり,変史

になった文章を直すだけで新しい教材に作り赦すことが

簡単にできる｡古い教材を新しい教材にする過程を図4

にホす｡

上記の方法により,教材作成工数は従来のアナログ型

マルチメディアCAIに比べて約‡に低減できた｡なお,

この効率は素材や教材がデータベースに蓄積されるにし

たがって向_卜するもので,この部門で実用に供した約30

教材が蓄積された時点での工数改善状況である｡

3.2学習管理機能

半円者の成績や所要時間をデータベースに背録し,管

理者に提供することができる｡学習した結果は部課およ

び個人別に,受講コース名,レベル,学田所要時間や成

績などのデータとして表示される｡そのほか,支社別,

部課別にだれがどのような機岩引こ対し,どのレベルの技
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注:略語説明

受講者用 受講者用 受講者用 受講者用

PC(PersonalComputer),WS(Workstation),DB(Database),MO(Magnetooptic)

図5 CSSタイプの教育･研修システム標準構成

学習システムは,スタンドアロン型から大規模なビデオオンデマンド利用のものまでフレキシブルに構築できる｡

受講者用
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i■講毒

､q

図6 東京消防庁本所都民防災教育センターの防災管理者資

格講習システム

大型高精細ディスプレイを使うことにより,明るい教室で講習会

ができる｡講師はタッチパネルだけで操作することができるため,

講義に集中できる｡

術を保和しているかなど,数台計由‾小二実のための資料提

供も可能である｡

田 HIPLUS/Lのシステム構成

HIPLUS/Lの標準システム構成を図5にホす｡素材の

人力はビデオカメラからの映像をはじめ,CD-ROMや

MOディスクおよびスキャナなどから入力できる｡軌内

はMPEGl向低圧縮装置で虹縮され,ビデオサーバに蓄

積される｡素材の文字や教材はデータベースサーバに蓄

えられ,それぞれが複数の検索キーを持っている｡学田

する場合には各サーバから1.5Mビット/sのLANで各

パソコンに助画などを送る｡受講者用には口寸二のパソコ

ンFLORAlnlOを月卜､,画像を仲良して軌両像として表

※2) イーサネットは,苫二lニゼロックス株式会社の商.1占名称

である｡

ホしながら苧習する｡

白 HIPLUS/Lの適用例

学習する場合は,CD-ROMを接続してのスタンドアロ

ンとしても使える｡また集介数百･研修システムとして

は,データベースサーバとビデオサーバにイーサネッ

ト※2)で学習装置を何台も接続してビデオ オン デマン

ドでも利用できる,人規模な構成も‾吋能である｡講師別

にタッチパネルを用い,受講者用にR束の大型高精細デ

ィスプレイを使った講習会用システムの適用例を図6に

示す｡さらに,各自の机の上で一般業務用のパソコンに

内向を什tして学田することもできる｡

田 おわりに

ここではHIl)LUS/Lの教育･研修での使いノノや効果,

教材作りの効率改善の結果などについて述べた｡基本と

なる技術は,劾帥像などの膨人な苓量の素材をデータベ

ース化し,【+由に検索や編集･加+二ができることである｡

これからのマルチメディアの学田システムに求められて

いるのは,如期間に情純量の激増する現代社会の敢行の

あり方や方法などを変えていくことである｡さらに事前

に勉強してから仕事をする方式から,必要なときに必要

なことをすばやく学習しながら仕事をする業務遂行彗り学

習方式の推進が必要であると考える｡

今後,HIPLUS/Lの技術が他の分野でも実績を積み束

ね,顧客のこ-ズに仏くこたえられるように発展させて

いきたい｡終わりに,HIPLUS/Lの技術開発では,九州

t美大学の人槻教授,什l勺肋教授,東京⊥二業人苧の清水

教授,信州大学の巾村教授,宮入教授,および束応削妨

庁の関係各位から多人なご協ノJをいただいた｡ここに深

く感謝する次第である｡
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